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データ中心アプローチによるT細胞集団のアイデンティティーの解明

ー社会科学からの示唆ー 
 

小野 昌弘 
Immunobiology Unit, Institute of Child Health, University College London 

Human Frontier Science Program Long-Term Fellow  
 
 小野昌弘博士は、制御性T細胞の研究において素晴らしい成果を次々に発表された
後、ヒューマン・フロンティア・サイエンスのグラントを得て、次世代の生物学を目
指してロンドンで研究をされています。  
 今回、社会科学、システム生物学、免疫学を融合させた、大変独創的な研究につい
てご講演いただきます。大きな転換期を迎えている生物学ですが、新時代の生物学に
触れる良い機会ですので、多数の参加をお待ちしております。 
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